
●2月定例会議一般質問
●新型コロナ特別委員会
●滋賀県令和3年度予算

●
新
型
コ
ロ
ナ
に
感
染
し
て
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
年

代
、
持
病
の
有
無
、
医
療
機
関
や
高
齢
者
施
設
の

ク
ラ
ス
タ
ー
と
の
関
連
に
つ
い
て
伺
う
。

健
康
医
療
福
祉
部
長
▼
令
和
2
年
2
月
25
日
時
点
で

亡
く
な
ら
れ
た
方
43
名
の
う
ち
、
70
代
以
上
が
41

名
（
95
％
）、
高
血
圧
、
呼
吸
器
疾
患
、
心
疾
患
、

悪
性
腫
瘍
等
基
礎
疾
患
の
あ
っ
た
方
が
36
名

（
83
％
）、
医
療
機
関
や
高
齢
者
施
設
ク
ラ
ス
タ
ー

関
連
の
方
が
25
名
（
58
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

●
こ
の
数
字
か
ら
見
て
も
、
医
療
体
制
の
負
荷
の
増

大
を
防
ぐ
観
点
か
ら
も
、
高
齢
者
施
設
や
医
療
機

関
で
の
ク
ラ
ス
タ
ー
を
い
か
に
押
さ
え
る
か
が
大

変
重
要
だ
。
国
か
ら
も
要
請
さ
れ
て
い
る
「
高
齢

者
施
設
等
感
染
が
生
じ
や
す
い
場
所
・
集
団
等
に

対
す
る
積
極
的
な
検
査
」
と
し
て
、
他
府
県
で
も

広
が
っ
て
来
て
い
る
職
員
等
へ
の
一
定
定
期
的
な

検
査
拡
充
を
図
る
べ
き
で
は
。

健
康
医
療
福
祉
部
長
▼「
感
染
者
が
多
数
発
生
し
て
い

る
地
域
等
」
に
お
い
て
、
高
齢
者
施
設
等
の
関
係

者
を
広
く
一
斉
・
定
期
に
検
査
す
る
こ
と
と
し
て

お
り
、
保
健
所
等
の
負
担
軽
減
を
図
り
な
が
ら
実

施
で
き
る
方
法
を
検
討
し
て
い
る
が
、
現
段
階
で

は
必
要
な
い
と
判
断
し
て
い
る
。

●「
感
染
拡
大
地
域
」
の
判
断
基
準
は
あ
る
の
か

健
康
医
療
福
祉
部
長
▼
国
か
ら
は
示
さ
れ
て
い
な
い

が
、
新
規
の
感
染
者
数
、
経
路
の
不
明
割
合
、
ク

ラ
ス
タ
ー
の
発
生
状
況
等
を
保
健
所
長
が
総
合
的

に
判
断
し
決
め
て
い
く
。

あ
る
程
度
誰
に
で
も
わ
か
る
基
準
が
必
要

で
な
い
か
。
ま
た
、
感
染
拡
大
を
抑
制
す

る
た
め
に
こ
そ
、
そ
の
前
段
階
で
、
こ
れ

以
上
一
人
の
命
も
失
わ
せ
な
い
と
の
決
意
を
も
っ
て

予
防
的
な
拡
大
検
査
を
実
施
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

国
は
「
費
用
に
つ
い
て
は
十
分
な
財
源
を
確
保
し
て

い
る
の
で
、
必
要
な
検
査
は
広
く
実
施
し
て
ほ
し
い
」

と
し
て
お
り
、
ま
た
県
内
市
長
か
ら
も
要
望
い
た
だ

い
て
い
る
。
引
き
続
き
訴
え
て
ま
い
り
ま
す
。

●
滋
賀
は
緊
急
事
態
宣
言
の
対
象
と
は
な
ら
な
か
っ

た
が
、
対
象
地
域
に
隣
接
し
て
お
り
飲
食
店
等
は

深
刻
な
打
撃
を
受
け
て
い
る
。
代
表
質
問
の
答
弁

で
「
緊
急
的
な
追
加
提
案
を
考
え
て
い
る
」
と
あ
っ

た
が
、
検
討
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

商
工
観
光
労
働
部
長
▼
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
や
デ
リ
バ

リ
ー
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
構
築
や
出
展
に
際
し
て
必

要
な
経
費
な
ど
売
上
確
保
の
た
め
に
実
施
す
る
取

組
に
対
し
て
、
補
助
率
10
分
の
９
、
最
大
50
万
円

の
支
援
策
を
本
定
例
会
議
中
に
追
加
提
案
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

●
多
く
の
小
規
模
な
飲
食
店
に
さ
ら
に
新
し
い
取
組

み
が
で
き
る
余
力
が
残
っ
て
い
る
と
は
思
え
な
い
。

そ
の
仕
組
み
で
本
当
に
困
っ
て
い
る
方
々
に
届
く

支
援
と
な
る
の
か
。

商
工
観
光
労
働
部
長
▼
新
た
な
取
組
の
余
力
が
残
っ

て
い
な
い
事
業
者
に
ど
の
よ
う
に
支
援
し
て
い
く

の
か
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
は
あ
る
が
、
さ
ら

に
検
討
し
た
い
。

コ
ロ
ナ
対
策
経
営
力
強
化
支
援
事
業
【
緊

急
枠
】
と
し
て
、
売
り
上
げ
確
保
支
援
に

加
え
て
、
飲
食
関
連
事

業
者
さ
ん
へ
の
給
付
型
支
援
も
追

加
さ
れ
ま
し
た
。
4
月
13
日
に
コ

ラ
ボ
し
が
21
で
説
明
会
も
開
催
。

ぜ
ひ
ご
活
用
下
さ
い
!

滋
賀
県
議
会
議
員
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●徳島県鳴門市出身●岡山大学文学部卒業●
1996年滋賀へ●1997年子育てや女性の一歩
を応援する「びぃめ～る企画室」創設。情報紙発
行、コミュニティカフェ運営等に携わる
●2011年～2014年守山市議会議員
●2019年～滋賀県議会議員

●プロフィール●

昨年3月5日に滋賀で初めての新型コロナ感染者
が確認されたから1年。感染再拡大も懸念される中、
4月18日から守山市でも高齢者の方たちへのワク
チン接種がスタートする予定です。副反応や変異
株への有効性など様々な懸念もありますが、住民の
皆様の不安や疑問に寄り添いながら、ポストコロナ
時代に向けての一歩として、県・市と連携して、しっ
かりと進めてまいりたいと思います。

※この分析は新聞でも報道されましたが、その後
　県の資料にも掲載されるようになりました。

質問の様子は滋
賀県議会ホーム
ページの録画で
もご覧頂けます。

https://www.shigaken-gikai.jp/

●
国
の
発
表
し
て
い
る
コ
ロ

ナ
感
染
指
標
で
は
、
2
月

28
日
段
階
で
、
滋
賀
県
の

検
査
陽
性
率
は
6.4
％
だ
が

県
の
発
表
で
は
3.6
％
と

な
っ
て
お
り
倍
近
く
乖
離

し
て
い
る
。

健
康
医
療
福
祉
部
▼
抗
原
検
査
分
を
分
母
に
含
め
て

い
る
か
否
か
が
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
他
に
、

国
と
県
で
は
、
検
査
数
の
捕
捉
方
法
や
計
上
日
の

整
理
方
法
に
違
い
が
あ
る
事
も
要
因
と
言
え
る
。

●
11
月
に
術
前
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
を
含
む

4
5
0
0
件
の
集
計
漏
れ
が
突
然
報
告
さ
れ
た
。

術
前
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
も
分
母
に
含
ま
れ
て

い
る
の
か
。

健
康
医
療
福
祉
部
▼
確
か
に
含
ま
れ
て
い
る
が
、
術

前
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
は
公
費
負
担
の
対
象
で
、
結

果
的
に
陽
性
が
判
明
し
た
方
も
複
数
人
存
在
す
る

以
上
、
計
上
は
適
切
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

●
2
月
28
日
段
階
で
滋
賀
の
陽
性
率
は
全
国
ト
ッ
プ

で
あ
り
、
県
発
表
の
も
の
で
も
3
位
。

健
康
医
療
福
祉
部
▼
確
か
に
陽
性
率
は
検
査
件
数
が

足
り
て
い
る
か
、
感
染
を
的
確
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

で
き
て
い
る
か
を
把
握
す
る
指
標
で
あ
る
。
た
だ

他
と
の
比
較
と
い
う
よ
り
、
絶
対
値
と
し
て
、

10
％
未
満
に
抑
え
る
の
が
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。
県
で
把
握
し
て
い
る
陽
性
率
（
P
C
R 

検
査
の
み
で
あ
っ
て
も
）
を
見
る
限
り
、
第
３
波

に
お
い
て
は
、
10
％
を
超
え
た
期
間
は
極
め
て
少

な
い
も
の
の
、
感
染
急
拡
大
期
に
は
、
陽
性
率
も

上
昇
す
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

大
阪
、
兵
庫
に
蔓
延
防
止
等
重
点
措
置
が

適
用
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
例
か
ら
見
る
と
、

20
日
後
く
ら
い
に
は
滋
賀
に
も
影
響
が
及

ぶ
事
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
そ
の
対
策
と
し
て
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
推
進
と
同
時
に
、
検
査
の
拡
充
も
必
須

と
考
え
ま
す
。
県
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
も
、

県
施
策
を
し
っ
か
り
チ
ェ
ッ
ク
し
、
政
策
提
言
を
し

て
ま
い
り
ま
す
。

特
設
サ
イ
ト

ワクチン接種訓練に接種役ボラン
ティアとして参加し、くつカバー
や視覚や聴覚に障害のある方へ
の配慮などを提言しました !

4/1現在の県の資料より13）死亡事例（計56件）の状況
①死亡者の年代別割合

③クラスター事例に関連する死亡者の割合

②死亡者の感染経路別割合

④死亡者の基礎疾患の保有状況

■30歳代以下　■40代　■50代　■60代　
■70代　■80代　■90歳以上

■県外　■不明　■家庭　■国外　■職場　
■学校　■知人　■飲食店　■施設　■調査中

県外 1人 2%40代
2%

90歳以上
27%

クラスター
関連事案
34人 61%

なし 10人
18%

あり 46人
82%

その他 22人
39%

60代
3%

70代
32%

80代
36%

施設 32人
57%

不明 13人 23%

家庭 4人 7%

知人 5人 9%

飲食店 1人 2％

基礎疾患の内訳としては、
高血圧、呼吸器疾患、心疾患、
悪性腫瘍が多かった。
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pic up!
●衛生科学センターの在り方検討
●自殺予防、ひきこもり支援
●女性の就労サポート
●不妊・不育治療のサポート
●高等専門人材育成機関の設置検討
●少数でも精鋭の儲かる水産業
●新しい時代における観光振興等
●CO2ネットゼロへの挑戦

370万円
1億1150万円
7510万円

6億9650万円
4670万円
3130万円

14億8900万円
55億6200万円

滋賀県令和3年度当初予算
　令和3年度当初予算は、コロナの影響で税収減が見込まれる中ですが、コロナ対策や国土強靭化対策予算が増大し、
前年度比16.9％増で当初予算としては初の 6000億円を突破し、歳出約6670億円となりました。うちコロナ関連
は1021億円となり、内訳は経済・雇用・生活支援対策に724億円、医療提供体制の充実・強化に251億円、感染
拡大防止策として31億円、学びの機会確保に11億円となっています。
　一方で、当初予算案の段階での財源不足は120億円と、昨年度当初の不足額より15億円増加しており、厳しい財
政状況が続いています。財政調整基金取り崩しや県債発行で対応予定ですが、基金残高に注視しながら、歳入確保
策を探るとともに、県民目線でをしっかりとチェックしてまいります。

一般会計
部局別歳出
約6670億円
（単位％）

議会費
（0.2）

総合企画費
（2.1）

総務費
（3.2）

文化スポーツ費
（1.2）

琵琶湖環境費
（2.6）

健康医療福祉費
（19.9）

商工観光労働費
（12.5）

農政水産業費（3.0）

土木交通費
（8.9）

警察費
（4.7）

教育費
（19.9）

災害復旧費
（0.1） 公債費

（11.7）

諸支出金
（10.0）

「ジェンダー平等」意見書提案 &可決 !!
DVやあらゆるハラスメントの根絶、選択的夫婦
別姓制度の導入などを求める意見書を会派として
提案し、賛成多数で可決されました!

発案
しました !

未来を変える　みんなの「一歩」

「
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
来
て
予
算
化
さ
れ
た
こ

と
を
中
心
に
、
5
点
問
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

  
コ
ロ
ナ
離
職
者
対
策
に
つ
い
て

●
令
和
3
年
度
に
は
8
0
0
人
の
雇
用
を
目
指
す

と
い
う
事
だ
が
、
算
出
根
拠
は

▼
厚
労
省
が
発
表
し
て
い
る
「
解
雇
等
見
込
み
労

働
者
数
」
の
昨
年
５
月
か
ら
11
月
末
ま
で
の
７

か
月
間
の
累
計
４
８
２
人
に
７
分
の
１
２
を
乗

じ
、
そ
れ
が
８
２
６
人
と
な
る
こ
と
か
ら
目
標

数
を
８
０
０
人
規
模
と
し
た
。
来
年
度
は
、
緊

急
雇
用
創
出
事
業
で
１
９
６
人
、
離
職
者
早
期

再
就
職
支
援
事
業
で
５
０
０
人
、
離
職
者
雇
用

型
訓
練
推
進
事
業
で
１
２
０
人
と
、
合
計
８
１

６
人
の
雇
用
創
出
を
計
画
し
て
い
る
。

●
令
和
2
年
度
の
同
様
の
緊
急
雇
用
事
業
で
は

2
0
0
名
を
目
指
し
た
が
1
5
7
名
の
雇
用
に

留
ま
っ
た
。
そ
の
要
因
と
の
改
善
策
は
。

▼
介
護
・
福
祉
や
農
業
な
ど
従
来
か
ら
人
手
不
足

の
分
野
で
計
画
数
を
下
回
っ
た
こ
と
が
要
因
。

3
年
度
は
こ
れ
ら
の
分
野
の
魅
力
を
発
信
し
、

雇
用
期
間
を
最
大
１
年
間
に
延
長
し
た
。
進
捗

状
況
を
定
期
的
に
把
握
し
、
必
要
に
応
じ
て
就

職
支
援
機
関
等
で
Ｐ
Ｒ
を
行
い
よ
り
多
く
の
雇

用
に
結
び
つ
け
る
。

●
予
算
終
了
後
も
、
雇
用
し
た
方
達
の
継
続
的
な

生
活
の
安
定
に
つ
な
が
る
よ
う
、
相
談
な
ど
の

フ
ォ
ロ
ー
体
制
が
必
要
で
は
。

▼
介
護
や
福
祉
、
農
林
漁
業
な
ど
に
つ
い
て
は
、

労
使
双
方
の
意
向
が
合
え
ば
、
継
続
雇
用
に
つ

な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
再
就
職
を
目

指
す
場
合
は
、
し
が
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク
や
マ
ザ
ー

ズ
ジ
ョ
ブ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
就
職
支
援
窓

口
を
周
知
し
、
専
門
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
、

き
め
細
か
な
相
談
な
ど
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

  

淡
水
真
珠
母
貝
の
生
産
安
定
化
研
究

●
新
聞
報
道
も
あ
っ
た
が
、
ナ
マ
ズ
を
使
っ
た
取

組
み
の
令
和
2
年
度
の
成
果
に
つ
い
て
伺
う
。

▼
真
珠
母
貝
と
な
る
イ
ケ
チ
ョ
ウ
ガ
イ
の
幼
生
は

一
時
期
魚
の
エ
ラ
や
ヒ
レ
に
寄
生
す
る
必
要
が

令和3年度予算で「琵琶湖の淡水真珠」「ペット多頭飼育対策」が予算化されました!!

県
庁
前
の
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
村
に

多
国
籍
料
理
M
O
N
K
A
Z
I

さ
ん
が
出
店
！

駅
前
総
合
案
内
所
押
し
花
の

作
品
展
で
。
癒
さ
れ
ま
し
た
。

自
治
会
館
で
開
催
さ
れ
た

切
り
絵
の
作
品
展
。

迫
力
に
感
動
！

感染防止対策をして、イ
ベントも少しずつ開催さ
れるようになってきまし
た。ポストコロナ時代へ
の「新しい日常」の構築
が、一歩ずつ進んでいる
ことを実感します。

あ
る
が
、
寄
生

魚
の
確
保
に
課

題
が
あ
り
、
真

珠
母
貝
の
安
定

供
給
を
困
難
に

し
て
き
た
。
令

和
2
年
度
は
、

寄
生
魚
と
し
て

ナ
マ
ズ
を
６
つ

の
養
殖
業
者
さ
ん
に
合
計
約
千
尾
試
験
的
に
提

供
し
た
。「
ナ
マ
ズ
１
尾
に
寄
生
す
る
幼
生
の

数
が
多
く
て
、
飼
育
管
理
も
し
や
す
い
」「
例

年
の
３
倍
近
い
稚
貝
の
生
産
が
で
き
た
」
と
評

価
い
た
だ
い
て
い
る
。

●
令
和
3
年
度
は
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か

▼
ナ
マ
ズ
の
サ
イ
ズ
を
い
ろ
い
ろ
変
え
て
試
験
を

行
い
、
使
用
す
る
ナ
マ
ズ
の
最
適
な
サ
イ
ズ
を

解
明
し
た
い
。
ま
た
、
現
在
稚
貝
の
養
成
は
主

に
陸
上
の
施
設
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、
湖
等
の

漁
場
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
環
境
に
あ
っ
た
簡
易
な

養
成
技
術
の
開
発
試
験
を
実
施
し
た
い
。

●
在
来
イ
ケ
チ
ョ
ウ
ガ
イ
の
系
統
保
存
事
業
と
は

▼
琵
琶
湖
で
は
ほ
ぼ
確
認
で
き
な
く
な
っ
た
在
来

イ
ケ
チ
ョ
ウ
ガ
イ
が
、
か
つ
て
琵
琶
湖
か
ら
移

植
し
た
遠
隔
地
で
生
息
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
を
里
帰
り
さ
せ
る
こ
と
を
検
討
し
た
い
。

ま
ず
は
、
現
在
の
真
珠
母
貝
を
用
い
て
、
水
産

試
験
場
の
施
設
で
飼
育
を
す
る
方
法
を
確
立
す

る
た
め
に
、
成
長
段
階
ご
と
の
餌
の
量
や
飼
育

方
法
な
ど
検
討
を
行
い
た
い
。

  

多
頭
飼
育
対
策
事
業
に
つ
い
て

●
ど
う
い
っ
た
主
体
と
ど
の
よ
う
に
連
携
し
て
い

く
の
か

▼
多
頭
飼
育
の
問
題
で
は
、
飼
養
者
が
精
神
疾
患

や
認
知
症
に
よ
り
様
々
な
課
題
を
抱
え
て
い
る

例
も
多
く
、
動
物
愛
護
管
理
行
政
だ
け
で
は
解

決
が
難
し
い
面
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
市
町
の
環

境
部
局
や
福
祉
部
局
、
あ
る
い
は
自
治
会
や
民

生
委
員
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
動
物
愛
護
団

体
等
が
、
互
い
に
自
ら
の
で
き
る
こ
と
を
分
担

し
て
連
携
し
て
対
処
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。
3
年
度
は
、
関
係
者
に
よ
る
多
頭
飼
育

対
策
検
討
会
を
設
置
し
、
今
後
作
成
の
予
定
の

啓
発
動
画
の
内
容
、
効
果
的
な
活
用
方
法
に
つ

い
て
検
討
し
、
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
も
参
考
に

し
な
が
ら
、
実
際
の
多
頭
飼
育
崩
壊
の
事
例
の

解
決
に
向
け
た
手
法
や
役
割
分
担
に
つ
い
て
検

討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

●
未
然
防
止
対
策
と
し
て
、
不
妊
手
術
が
重
要
だ

と
考
え
る
が

▼
飼
い
主
責
任
を
果
た
す
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
動
物
愛
護
団
体
が
預

か
っ
て
い
た
だ
い
て
不
妊
去
勢
手
術
を
実
施
し
、

県
と
し
て
は
そ
の
経
費
に
対
し
て
補
助
を
行
う

と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

昨
年
の
9
月
定
例
会
議
で
訴
え
た
内
容

が
、
さ
っ
そ
く
予
算
化
さ
れ
感
謝
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
新
規
犬
猫
飼
育
数
が
前
年

比
15
％
増
と
の
報
告
も
あ
る
が
、
こ
う
い
っ
た

ブ
ー
ム
の
あ
と
は
、
必
ず
飼
育
放
棄
な
ど
の
問
題

も
発
生
し
て
き
ま
し
た
。
そ
う
な
ら
な
い
た
め
の

事
前
対
策
と
し
て
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

他
、●
少
数
で
も
精
鋭
の
儲
か
る
水
産
業
の
構
築

に
つ
い
て
●
地
域
養
護
推
進
事
業
に
つ
い
て
も
問

い
ま
し
た
。

水産試験場で話題のナマズと対面 !


